
リアルタイムに議論を構造化して整理する力を身に付ける！ 

 

【議論の内容を分かりやすく構造化して整理するための図示・図解手法を習得】 
 

  議論が可視化されて常時共有されるので、抜け漏れや脱線のない効果的・効率的な議論が可能に！ 
  議事録代わりにもなるクオリティの高いメモが残るため、会議後のアクションのずれを防止できる！ 
  議論した内容を短時間で整理し、第三者にも分かりやすく説明・報告できるようになる！ 
  お客様との商談内容を分かりやすく、スピーディにまとめられるようになる！ 
 

「議論の見える化」が無駄な会議を解決します！ 

話が脱線する、議論がかみ合わない、言いたい事だけ言う、ひたすら長い会議。 
そして、会議の後は・・・ 

結局何も決まらない、議論し忘れたことがある、人によって理解が違う、議事録が分かりにくい。 

【単なる文字の羅列だったアウトプットが・・・】 【しっかりと構造化され一目瞭然に！】 

某グローバル企業の研修で 
実用度No.1に輝きました！ 
受講者からの声は・・・ 

【演習が多く実践的！】 
 

今まで箇条書きで整理することし
か知らなかったが、それでは結論が
導き出せないことがよく理解できた。
演習が多いので座学を実践ですぐ
確認できる点がよい。 

【日常の仕事にも活用可能】 
 

会議や打ち合わせの場だけでなく、
日常的なメモや自身の仕事の整理
のためにも役立てることができる内容
で、論理的思考にもとても有用。 

【会議の質が変わる！】 
 

これまで板書することが殆どなかった
が、会話を見える化することで、会
議の質が変わるというのを実感でき
た。今まで受けた研修の中で一番
実用的な研修。 

議論の空中戦を阻止して、会議を効率化！ 

「議論の見える化」プログラム 



お問合せ先 

株式会社シンスター：03-5728-4305 

Mail:  info@shinstar.co.jp 

標準的なアジェンダ例 

【ビデオ教材・打ち合わせシーンの一コマ】 

標準プログラムは、事前課題＋1日間（7時間） （個社の課題に応じたカスタマイズも可能です） 

【演習例と受講者のアウトプット例】 

【知識をインプットするスライドサンプル】 

対象 中堅～管理職層 

日程 1日（標準） 

実施概要 

1．議論の見える化とは～議論の見える化のメリットと実践の難しさ～ 
  

2．見える化の基礎となる図示・図解手法の理解 
  ～複数の会議シーンのケースで見える化技術の土台を作る～ 
  1）図示・図解の基本系と選択手法（3つの基本パターン） 
  2）見える化実践に必要な4つの基礎スキル演習 
   （キーワード化/定義/カテゴライズ/取捨選択） 
  

3．議論をリアルタイムに見える化する実践演習 
  ～ビデオ演習：会議シーンのビデオ映像を題材に、議論の見える化を実践～ 
  

4．実際の議論を通した見える化スキルのブラッシュアップ 
  ～ロールプレイ演習：見える化技術を活用した議論の実践～ 
  

5.まとめ 
  

※上記内容はあくまで一例です。具体的内容についてはお問合せ下さい。 

【「議論の見える化」スキル習得のための３つのステップ】 

【STEP1】 
 

議論を「見える化」するために必要な、
構造化のパターンとベーススキルを複数
の会議シーンを題材に学びます。 

【STEP2】 
 

２種類の会議シーンのビデオを使って
「見える化」にチャレンジ。講師からの
フィードバッグを受けて、アウトプットの改
善ポイントを理解します。 

【STEP3】 
 

社内トピックスを題材にして、受講者同
士で会議のロールプレイを実施。学んだ
スキルを自分の仕事で活用するポイント
を理解します。 


